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ホームページでは、カラー写真で記事をご覧いただくことができます。

なつかしの国
～ iwami ～

「第35回 川本町親睦バレーボール大会」開催！「第35回 川本町親睦バレーボール大会」開催！
　６月27日（日）、川本中学校体育館で「第35回　川本　６月27日（日）、川本中学校体育館で「第35回　川本
町親睦バレーボール大会」が開催されました。町親睦バレーボール大会」が開催されました。
　当日は、外は雨が降り、体育館の中は蒸し暑い状況で、　当日は、外は雨が降り、体育館の中は蒸し暑い状況で、
体調管理も難しいほどの天候でしたが、男子７チーム・体調管理も難しいほどの天候でしたが、男子７チーム・
女子６チームが参加し、熱戦を繰り広げました。女子６チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
　男子は、２年連続で因原Aチームが、女子は、昨年の雪　男子は、２年連続で因原Aチームが、女子は、昨年の雪
辱を晴らし本町チームがそれぞれ栄冠を勝ち取りました。辱を晴らし本町チームがそれぞれ栄冠を勝ち取りました。
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瀬
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広
報
発
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対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

委 
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長 

瀬
上　

康
浩

議
長
就
任
挨
拶

議
会
の
新
陣
営
決
ま
る

川
本
町
議
会
議
長　
　
　

大
畑　

茂
久　

　

４
月
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

川
本
町
議
会
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
責
任
の
重
大
さ

を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
主
権
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、
議

会
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
は
、
議

会
の
活
性
化
で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
に
は
、
議
会
本
来
の
使
命

で
あ
る
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
の
批

判
・
監
視
機
能
は
も
と
よ
り
、
政
策
立

案
能
力
の
向
上
も
、
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

川
本
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
め
ざ
し
、
議
長
と
し
て
の
職
責
を
全

う
す
べ
く
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

議　長　大畑　茂久

副議長　圓山　達雄

事
務
局
長　

鈩　
　

英
俊

書　
　

記　

甚
田
さ
つ
き
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平
成
22
年
４
月
26
日
第
２
回
臨
時
議

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

条
例
案
件
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

　

平
成
22
年
５
月
17
日
第
３
回
臨
時
議

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
条
例
案

件
２
件
、
予
算
案
件
６
件
と
、
そ
の
他

案
件
１
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

川
本
町
監
査
委
員
、
議
会
推
薦
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
た
。

　
　
　
　
　
　

記

氏　

名　

青　

木　

和　

昭　

氏

住　

所　

川
本
町
大
字
川
下

　

副
委
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圓
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達
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江
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水
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対
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査
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別
委
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会

　

委 

員 
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大
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茂
久

　

副
委
員
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圓
山　

達
雄
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員 
全　

議　

員

　

活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長 

大
畑　

茂
久

　

副
委
員
長 

圓
山　

達
雄
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員 
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合
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智
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総
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組
合
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久

 

圓
山　

達
雄

 

瀬
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邑
智
郡
公
立
病
院
組
合

 

大
畑　

茂
久

 

植
田　

昌
平

 

片
岡　

通
泰

　

平
成
22
年
第
２
回
定
例
議
会
が
６
月

14
日
か
ら
17
日
ま
で
の
４
日
間
開
催
さ

れ
た
。

　

は
じ
め
に
樋
口
町
長
の
行
政
報
告
が

あ
り
、
条
例
案
件
５
件
、
予
算
案
件
３

件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
４
名
か
ら
当
面
す
る
町

政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

 

こ
ん
な
議
案
を

 

審
議
し
ま
し
た

臨

時

議

会

人　

事　

案　

件

６月定例会　傍聴席風景

青木　和昭

県土木部　要望状況 歩道橋工事が待ち望まれる川本大橋
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瀬
尻
議
員

　

小
学
校
統
合
の
地
域
説
明
会
に
お
い

て
、
来
年
度
教
員
を
1
名
増
員
し
て
、

複
式
学
級
の
問
題
解
消
対
策
に
あ
た
る

と
説
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
三
原

小
と
川
本
西
小
の
2
校
で
、
5
ク
ラ
ス

の
複
式
学
級
が
あ
る
。
5
名
の
教
員
で

対
応
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
な
ら
10
ク

ラ
ス
で
10
名
の
教
員
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
に
格
差
を
生
じ
な
く
す
る
為
、
緊

急
雇
用
対
策
の
交
付
金
を
充
当
さ
せ
て

で
も
、
町
独
自
で
4
名
の
講
師
を
臨
時

採
用
し
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

坂
根
教
育
長

　

複
式
学
級
の
解
消
は
学
校
統
合
の
大

前
提
で
あ
り
、
１
名
の
教
員
増
で
理
論

上
可
能
で
あ
っ
て
も
子
供
に
と
っ
て
充

小
学
校
統
合
ま
で
の

　

複
式
学
級
対
策
を
問
う
。

坂
根
教
育
長
＝
来
年
度
に
複
式
学

級
解
消
が
大
前
提
で
あ
る
。

分
な
も
の
に
な
る
か
十
分
検
討
を
要
す

る
課
題
で
あ
る
。
今
後
統
合
準
備
委
員

会
の
部
会
や
学
校
現
場
の
意
見
を
よ
く

聞
き
、
複
式
学
級
解
消
に
必
要
な
学
習

時
間
に
応
じ
た
教
員
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
。

青
木
議
員

　

最
近
歯
や
口
腔
の
健
康
と
全
身
の
健

康
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
多
く
の
科
学

的
根
拠
が
示
さ
れ
、
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
が
生
活
習
慣
病
な
ど
全
身
の
健

康
の
改
善
に
大
き
く
役
立
つ
事
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
島
根
県
も
「
歯
と

口
腔
の
健
康
を
守
る
80 

20
推
進
条
例
」

を
今
年
２
月
に
制
定
し
た
。
川
本
町
も

平
成
17
年
度
1
人
当
り
の
医
療
費
が
県

内
３
番
で
あ
り
、
以
後
も
高
い
水
準
で

歯
と
口
腔
の
健
康
を
守
る

80 

20
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

木
村
健
康
福
祉
課
長
＝
今
年
度
か

ら
成
人
の
歯
科
検
診
を
実
施
す
る
。

推
移
し
て
い
る
。
保
健
福
祉
計
画
も
22

年
度
新
た
に
策
定
さ
れ
る
が
、
80 

20
運

動
を
計
画
に
入
れ
た
ら
ど
う
か
問
う
。

木
村
健
康
福
祉
課
長

　

今
年
度
新
た
に
策
定
す
る
川
本
町
健

康
増
進
計
画
に
お
い
て
、
自
分
の
歯
を

で
き
る
だ
け
残
す
と
い
う
健
康
目
標
を

立
て
て
い
る
。
又
、
今
年
か
ら
成
人
の

歯
科
検
診
を
40
代
・
50
代
・
60
代
・
70

代
の
節
目
の
人
を
対
象
に
実
施
す
る
。

健
康
増
進
計
画
に
つ
い
て
は
、
広
報
や

自
治
会
配
布
で
周
知
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

エ
ゴ
マ
振
興
に
は
作
付
支
援

だ
け
で
な
く
機
械
化
の
支
援

も
必
要
と
考
え
る
。

樋
口
町
長
＝
刈
り
取
り
専
用
機
に

つ
い
て
も
今
後
考
え
る
。

飯
田
議
員

　

エ
ゴ
マ
に
対
し
て
奨
励
作
物
拡
大
支

援
事
業
が
反
当
り
1
万
円
助
成
で
本
年

度
６
ha
分
60
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
が
、
交
付
申
請
の
状
況
を
問
う
。

大
迫
産
業
振
興
課
長

　

６
月
２
日
現
在
6.5 

ha
分
の
要
望
申
請

が
出
て
い
て
、
作
付
面
積
は
昨
年
の
倍

以
上
に
な
る
。
６
月
末
ま
で
に
出
て
来

た
申
請
に
は
補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

飯
田
議
員

　

川
本
町
奨
励
作
物
の
エ
ゴ
マ
を
島
根

の
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
に
は
、
作
付
支
援

だ
け
で
な
く
、
植
え
付
け
、
刈
り
取
り

の
機
械
化
の
支
援
も
重
要
と
考
え
る
。

樋
口
町
長

　

エ
ゴ
マ
刈
り
取
り
専
用
の
コ
ン
バ
イ

ン
の
導
入
も
今
後
担
当
課
と
考
え
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

● 

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
第
３
期

対
応
に
つ
い
て
。

三原のエゴマ畑

一
般
質
問
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4
年
に
一
度
の
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
、
南
ア
フ
リ
カ
で
開
催
中
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
並
ぶ
、
ス
ポ
ー
ツ

界
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
広
報
が

発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
結
果
が
判
明
し

て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
日
本
の
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
川
本
中
学
校

野
球
部
の
全
日
本
少
年
野
球
大
会
島
根

県
大
会
の
優
勝
と
石
見
地
区
大
会
初
制

覇
の
快
挙
は
、
町
民
に
勇
気
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
川
本
中
学
校
の

野
球
部
の
歴
史
に
新
た
な
1
ペ
ー
ジ
を

加
え
て
く
れ
た
事
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
大

変
誇
り
に
思
い
ま
す
。
７
月
24
日
か
ら

雲
南
市
で
行
な
わ
れ
る
、
県
大
会
優
勝

に
む
け
て
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
夏
は
、
川
本
中
学
校
野
球
部

と
島
根
中
央
高
校
野
球
部
の
活
躍
が
川

本
町
に
暑
い
夏
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

圓
山
議
員

　

路
線
バ
ス
の
運
行
廃
止
表
明
な
ど
が

あ
る
な
か
、
通
学
の
交
通
確
保
・
交
通

弱
者
に
対
す
る
保
護
、
支
援
に
つ
い
て

の
企
画
・
支
援
策
を
問
う
。
更
に
は
交

通
体
系
を
検
討
す
る
地
域
協
議
会
の
役

割
責
任
は
。
県
の
施
策
に
も
生
活
交
通

の
確
保
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
、
当

町
の
方
法
・
方
向
は
ど
う
す
る
の
か
。

樋
口
町
長

　

国
土
交
通
省
の
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
統
合
事
業
を
活
用
し
、
現
況
の

課
題
、
ニ
ー
ズ
把
握
調
査
問
題
点
を
整

理
検
討
し
、
法
定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

更
に
「
川
本
町
邑
南
町
広
域
公
共
交
通

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
分
科
会

と
し
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
生
活

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
広
く
意
見
を

聞
き
検
討
を
行
う
。
交
通
弱
者
に
対
す

交
通
弱
者
に
対
す
る
支
援
策

を
尋
ね
る
。

樋
口
町
長
＝
し
っ
か
り
検
討
し
、

計
画
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法

の
一
部
改
正
」
に
反
対
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
地
方
バ
ス
路
線
確
保
を
求
め
る
意

見
書
」の
提
出
に
つ
い
て

　

右
記
の
2
議
案
を
川
本
町
議
会

会
議
規
則
第
13
条
の
規
定
に
よ
り

提
出
し
ま
す
。

平
成
22
年
６
月
17
日
提
出

提
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受 理 番 号
年 月 日

請 願 の 要 旨 請願者の住所及び氏名 紹介議員 付託委員会 採択・継続

第 １ 号
22・2・24

「選択的夫婦別姓を
認める民法の一部改
正」に反対を求める
意見書提出に関する
請願。

島根県安来市広瀬町下山佐243－4
　島根県人格教育協議会
　　会　長　　倉　井　　　毅

植田昌平
総 務 教 民
常任委員会

採択

第 ２ 号
22・5・25

島根県石見地方バス
路線確保に関する
国・県による支援を
求める請願。

島根県浜田市浅井町62－4
　日本労働組合連合会島根県連合会
　西部地域協議会
　　議　長　　船　田　弘一郎

島根県松江市平成町182－9
　島根県交通運輸産業労働組合協議会
　　議　長　　土　井　正　明

青木和昭
総 務 教 民
常任委員会

採択
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　学校統合審議会から平成22年３月23日に教育委員会へ統合について答申がなされまし
た。これを受けて、教育委員会は学校統合について「川本町立小学校統合方針」を策定し
町長へ提出し、４月26日の臨時議会で報告しました。この統合方針を次回以降引き続いて
掲載して行きます。まず始めは、「はじめに」として記されたもので、今なぜ統合をするの
かについて述べたものであり、統合方針の根幹を示しているものです。

１．はじめに
　未来を託す子ども達を取り巻く教育環境が大きく変化してきている。平成10年の川本町の人
口4,867人に占める子ども（０歳～ 14歳まで）623人の割合は12.8％であったが、平成20年の
人口4,077人に占める子ども410人の割合は10.1％となり、この10年間で2.7％の減である。と
ころが、人口と子どもの数の10年間の減少を比べると、人口は790人減で▲16.2％に対して、
子どもは１／３にあたる213人減で▲34.2％の減となっている。人口が減少する倍以上のスピー
ドで子どもが減っている。これは、普段の生活の中で見かけることができていた子ども達３人が、
気がついてみると２人になっていたことになる。自分達の周りにいた友達が一人二人とその姿を
消してきていることは、子どもの目にも映っている。この傾向は緩急の差はあるかもしれないが、
間断なく続くであろうと推測される。
　川本町には130年以上の歴史を持つ三つの小学校がある。大勢の子ども達が、教員や学校を支
える多くの人々、そして地域の人々と共に育ってきた。それぞれの学校は、地域の共有財産であ
るという側面を持ち、それぞれの地域特性と積極的な融合を繰り返しながら連綿とその伝統と文
化を受け継いでいる。その一方で、その時々の時代や社会に即した伝統・文化を紡ぎ出してもき
ている。子ども達は、そこで得られる貴重な体験や経験を共有しながら学び、これらを自分達の
基礎的で基本的な習慣、知識、技能をひらく貴重な財産としてきた。
　しかし、少子化の進行が教育環境にもたらす懸念は看過できない事態となってきた。学校教育
が持っている重要な特性である集団教育は、学級という集団が形成できることが条件である。子
ども達はその集団の中で、対人関係力やコミュニケーション力などの基礎となる社会性という非
常に重要な人間力を自らひらいていく。学級が集団を形成できないほどの規模になっては、この
ような学校教育の意義が損なわれかねない。学校には、様々な個性を持った子どもが集団の中で、
自他共に認めあえる人間関係を広げ、お互いに切磋琢磨しながら、直面する諸々の問題を自らの
力で解決できる学ぶ力を育てるための教育環境が望まれている。
　少子化という現実を前にして、それを教育条件改善の絶好の機会であるととらえ、川本町で育
つ全ての子ども達が、自立の力と相互融和の心で共に生き、ふるさと川本に自信と誇りを持った
豊かな心で逞しく育つことを目標にした教育環境づくりのために、学校を統合する。

 （※本文中の人口等の数値は10月１日現在の住民基本台帳に基づく）
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　平成22年３月、島根県立島根中央高校第１期生が卒業しました。
　島根中央高校は平成19年４月に、邑智高校と川本高校の統合がなされ、県内初の「普通科
コース制・総合選択制高校」として再編されてスタートしました。
　この「コース制・総合選択制」は幅広い進路ニーズに応えられるシステムです。
　今回は、その特色あるコースと、第１期卒業生の進路について紹介します。

　第１期生の進路概況
　国立大学への進学者数は、ここ８年では最多（前身の川本高校・邑智高校と比較して）となりました。就職も
早期に100％を達成しました。進学・就職を合わせると卒業生の38％にあたる37人が県内に残りました。

　特色ある各コースの紹介と進路状況
　コースは、生徒が進路希望に応じて選択し、就職にも大学受験にも対応し、生徒の希望する進路に合った内容
になっています。

　幅広い視野と豊かな感性を身につけ、言語や文
化や社会等について深く理解しようとする態度や
能力を養う。文系科目を中心に普通教科を満遍な
く学ぶ。特にセンター試験受験や国公立大学進学
（文系）に対応。

人文科学コース

国公立大　10名、私立大　６名、公立短大　２名
私立短大　３名、専門学校10名、公務員　　１名
民間企業　２名

第1期生　進路状況

　知的な探求心や論理的な思考力を身につけ、自
然や科学や技術等について深く理解しようとする
態度や能力を養う。特にセンター試験受験や国公
立大学進学（理系）に対応。

自然科学コース

国公立大　７名、私立大　４名、専門学校３名、
公務員　　１名

第1期生　進路状況

　経済社会の一員として必要な心構えや態度を身
につけ、現代ビジネスの諸活動に適切に対応する
能力を養う。普通教科をバランスよく学ぶととも
に、コース指定科目ではコンピュータを始め現代
の情報社会に応じた基礎的な知識・技術を修得す
る。

現代ビジネスコース

私立大　　２名、専門学校10名、公務員　２名、
民間企業　９名

第1期生　進路状況

日商簿記検定（２級）・全商簿記実務検定（原価
計算）・全商情報処理検定ビジネス情報部門（１
級）全商ワープロ検定（１級）・全商珠算電卓検
定（２級）

一期生取得資格

　地域を学習の場として歴史・文化・経済や自然
について理解を深めるとともに、地域の課題や可
能性、あるいは将来像を考え行動する能力や態度
を養う。普通教科をバランスよく学ぶとともに、
コース指定科目では地域の資源を活用して文化や
自然について体験的に学ぶ。

地域創造コース

私立短大　３名　専門学校12名、民間企業　９名

第1期生　進路状況

全商簿記実務検定（３級）・全商情報処理検定ビ
ジネス情報部門（２級）・全商ワープロ検定（２級）・
家庭科保育技術検定（１級）・家庭科食物調理技
術検定（２級）・家庭科被服製作技術検定（２級）

一期生取得資格

島根中央高校 第１期卒業生 進路状況
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川本町の国民健康保険の医療費の現状川本町の国民健康保険の医療費の現状

年１回は健診を受け、自分の健康を見直すきっかけにしましょう！
　まずは年１回特定健診、がん検診を受診して、生活習慣病、がんの予防に努めましょう。生活習慣病は、
全く症状がないまま進行します。年１回、健診を受けていれば、異常の早期発見につながり、自分自身の
生活習慣を見直すきっかけにもなります。今年度の健診の予定については、全戸に配布しています健康カ
レンダーをご覧下さい。

１日人間ドックのお知らせ
　今年度８月に計画していました人間ドックは、申し込みが定員に満たなかったため中止とし、
３月に浜田医療センターで実施することになりました。
　定員（20人）に若干の余裕があります。ご希望の方は、８月20日までに役場健康福祉課（℡
72－0633）に申し込みをお願いします。浜田まで送迎があります。
　■対象者■　国民健康保険被保険者の40～ 74歳　　　■料　金■　10,000円

後期高齢者医療被保険者証の更新について

８月１日から被保険者証が新しくなります。
現在お使いの「ふじ色」の被保険者証は、７月31日までお使いいただけます。
８月１日からは、郵送によりお届けする新しい「うぐいす色」の被保険者証をお使い下さい。
※ 平成21年中の所得の状況等により、医療機関でご負担いただく割合が、８月から変更になることがあります。
被保険者証に記載されている自己負担割合（「１割」または「３割」）をご確認下さい。

【問い合わせ】健康福祉課　☎72－0633

1人当たり医療費（医科・歯科・調剤、一般・退職、平成20年４月～ 21年３月審査分）

　川本町の一人当たりの医療費は、平成20年度と平成21年度を比較
すると、11.11％減少していますが県内では依然最も多い状況です。
　こういった状況をふまえ、昨年度、国保連合会と医療費について分
析しました。その結果から川本町の課題として次の３点があがってき
ました。

①生活習慣病の重症化
②精神疾患における長期入院
③ 悪性新生物（がん）が死因の第１位であり、費用額が高い
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　　障がい相談会について

　川本町では、毎月第４金曜日の午前10時から12時まで島根県身体障がい者相談員又は島根県
知的障がい者相談員による障がい相談会をすこやかセンターで開催しています。
　相談内容は、障がいに関することや日常生活にまつわる悩み事など何でも結構ですのでお気軽
にご相談ください。なお、この相談に関するプライバシーは堅く守られます。また、会場につい
ては月によって変更する場合がありますのでご了承ください。

お問い合せ　健康福祉課　☎72－0633

　　児童扶養手当について～父子家庭も対象となります～

　児童扶養手当は、町内に住所を有し、支給要件に該当する児童（０歳～ 18歳に達する日以後
の最初の３月31日までの間にある児童）を養育している方に支給される手当です。
　これまでは、母子家庭の母等が支給対象となっていましたが、
児童扶養手当法の一部を改正する法律が成立、施行されたことに
伴い、８月から父子家庭の父も支給対象です。

〈支給要件〉
・父母が婚姻を解消した児童
・父または母が死亡した児童
・父または母が政令で定める程度の障害の状態にある児童
・父または母の生死が明らかでない児童
・その他、上記に準ずる状態にある児童で政令で定めるもの
　ただし、父または母が事実上婚姻関係にある場合、遺族年金、障害年金等の公的年金が受給で
きる方は、支給対象になりません。

〈申請について〉
　対象となると思われる方は相談してください。
　父子家庭の方は、新規申請が必要となります。８月から申請を受け付けます。
　支給に関しては、所得制限があり、手当額は支給対象者の所得額に応じて異なります。

お問い合せ　健康福祉課　☎72－0633

　　平成23年度　看護学生募集

　地域における看護師不足が大きな課題となっています。県内出身の学生を確保す
るよう努めている、島根県立石見高等看護学院が平成23年度の学生を募集します。

　●学校推薦・地域推薦の願書受付期間　平成22年10月22日～平成22年10月29日
　●一般の願書受付期間　　　　　　　　平成22年12月10日～平成22年12月20日

  お問い合せ　島根県立石見高等看護学院 （益田市昭和町20-15）
　    　　 ☎0856－23－2615
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職業訓練と訓練給付金のお知らせ
 ハローワークでは、雇用保険を受給できない方への職業訓練（基金訓練）と生活保障のた
めの給付制度（訓練・生活支援給付金）に関する相談を行っています。

◎ハローワーク川本管内で実施する基金訓練
　　訓練科名  OA事務科
　　訓練場所  邑智地域能力開発センター（川本町）
　　訓練期間  ９月６日～ 12月２日
　　募集期間  ７月１日～  ８月11日

◎訓練・生活支援給付金について
　ハローワークのあっせんにより基金訓練または公共職業訓練を受講する場合に、一定の
要件を満たせば、訓練期間中の生活保障として、訓練・生活支援給付金が支給されます。
※詳しくはハローワーク川本（☎0855－72－0385）までお問い合わせください。

○ 31日以上の雇用見込みがあること
○ １週間の所定労働時間が20時間以上あること

○雇用保険に加入できる被保険者の範囲が以下のとおり拡大されました。

◎「31日以上の雇用見込みがあること」とは…
　○ 31日以上雇用が継続しないことが明確である場合を除き、この要件に該当すること
となります。

　○ このため、例えば、次の場合には、雇用契約期間が31日未満であっても、原則として、
31日以上の雇用が見込まれるものとして、雇用保険が適用されることとなります。

・雇用契約に更新する場合がある旨の規定があり31日未満での雇止めの明示がないとき
・ 雇用契約に更新規定はないが同様の雇用契約により雇用された労働者が31日以上雇用
された実績があるとき

平成22年４月１日から
雇用保険制度が変わりました！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

役場からのお知らせ

　住民基本台帳法により、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況について公表することが定めら
ており、川本町においても年１回これを公表することとしています。
　平成21年６月から平成22年５月までの、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況は次のとおり
です。
【住民基本台帳法第11条によるもの（国又は地方公共団体の機関からの請求）】
　請求件数　１件
　　請求者：防衛省自衛隊島根地方協力本部
　　請求事由：自衛官募集に伴う広報
　　閲覧年月日：平成21年12月11日
　　閲覧に係る住民の範囲：平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれの住民
 住民課　住民係　☎72－0632

住民基本台帳一部閲覧状況

●「個別所得補償モデル対策」
●「水田経営所得安定対策」に加入する農業者の皆さんへ

農地の貸借の手続は済んでいますか？

　農地の貸し借りを行なう場合は、農業委員会を通して利用権設定を行なうか、一定の
要件を満たす契約書を交わした農作業受託を行なうなど、正式な手続が必要です。

　これらの手続を行なわず、農地の貸借を行なう行為（口約束など）は、いわゆる「ヤ
ミ小作」と言われるもので、法令に従ったものではありません。
　したがって、このような農地の貸借は行なってはならないものであり、対策の対象と
ならないことや、農業共済の引受の対象とならないこともあります。

　農地の借り手である販売農家が上記の対策に加入して交付金を受け取るためには、こ
れらの手続を行い、受け手の水田台帳に記載するなどの必要があります。

 ●お問い合わせは　川本町役場産業振興課・川本町農業委員会
　　　　　 ☎（0855）72－0636へ
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いいお顔のひろばいいお顔のひろば～ミニ読書会～～ミニ読書会～

　家庭内で事故が起こったときには、家族の
迅速な対応が必要となってきます。いざとい
うときのために必要な心肺
蘇生法と応急処置の仕方を
学びましょう。
絵本の読み聞かせ、本の貸
出も行います。

日　時：８月６日（金）９：30～ 11：30
場　所：すこやかセンター
内　容： 救急法、絵本の読み聞かせ、本の貸出
持参品：貸出カード、お茶
対　象：在宅保育の親子
要申込：７月31日（土）締切
問合せ：子育てサポートセンター ☎72－1570
　　　　かわもと図書館　　　  ☎72－0025

救急法を学びましょう！

第２回第２回
本の紹介文書き方研修会本の紹介文書き方研修会
　本の紹介文の書き方研修会を開催します。第
１回の研修を参考にし、新たに課題図書で再
チャレンジしていただきます。今回がはじめ
ての方も参加できますのでぜひご参加くださ
い。

日　時：８月19日（木）13：20 ～ 16：20
場　所：悠邑ふるさと会館大会議室
講　師：小林いづみ氏
要申込：７月23日（金）
課題提出締切：７月30日（金）

　絵本や大人用の本など、様々な分野の本を
用意します。サロンをご利用の方なら、どな
たでも自由に好きな本を選んで借りていただ
くことができるミニ図書館です。

開催日：７月25日（日）10：15～ 11：00
場　所：すこやかセンター
　　　　次回の予定　８月29日（日）

ひだまりサロン移動図書館開催日

《児童向き》

昆虫館　原寸大
 小池啓一 監修　横塚眞己人 写真
　様々な昆虫の生態写真・標本写真を原寸大で紹
介します。 （小学館）

たなばたまつり　松成真理子 作
　町の広場におかれた笹。みんなが短冊に願いを
書いて、笹に飾っていきます。そして七夕の夜、
願いを書かれた短冊たちは…。心あたたまる七夕
の絵本です。 （講談社）

中学生理科の自由研究パーフェクト
レポートつきでまとめもカンタン45
 　成美堂出版編集部
　中学生の教科書に即した自由研究の実験ガイド
です。 （成美堂）

《一般向き》

月の恋人　道尾秀介 著
　冷徹にビジネスを成功させる青年社長・葉月蓮
介と彼に係わる女性が織りなす予測不能の展開を
おたのしみください。 （新潮社）

体を強くするサラダジュース 浜内千波 著
　不調改善や美容などに効果的なジュースレシピ
を紹介します。 （日本文芸社）

楚漢名臣列伝　宮城谷昌光 著
　楚の項羽と漢の劉邦に仕え、乱世を生きた張良、
范増などの英傑の知られざる姿を描いています。
 （文藝春秋）

 



お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001

悠邑ふるさと会館　７月～９月 催し物案内
７　月

大ホール 19日
（月／祝日）

吹奏楽のつどい
　吹奏楽コンクール直前に行う催し物です。練習してきた平成22
年度課題曲や自由曲の仕上がり具合のチェックを兼ねた演奏会。
出演全団体による迫力満点の合同演奏もあります。

開　場／午後１時30分
開　演／午後２時
出　演／ 川本中学校、邑智中学校、瑞穂中学校、石見中学校、　　

島根中央高校、矢上高校、悠邑ふるさと楽団、合同演奏
入場料／無　料
主　催／島根県吹奏楽連盟邑智支部

８　月

大ホール ８日
（日）

夏休み子ども映画会

　「ゲゲゲの鬼太郎　千年呪い歌」
　今年は「ゲゲゲの女房」などで「鬼太郎」の原作者水木しげる
さん関連の話題がどっさり。そこで会館では、親子で楽しめる本
作品を上映します。ぬらりひょん役で出演した緒方拳さんの最後
の映画出演作品でもあります。

出　演／ウェンツ瑛士、北乃きい、田中麗奈、大泉洋、間寛平
　　　　緒方拳、中川翔子、寺島しのぶ　外芸達者の出演多数
料　金／一般1,000円　中学生以下500円　3歳以下無料
上映時間／①午前10時②午後１時30分　いずれも開場は30分前

９　月

大ホール

12日
（日）

わたしの弾くスタインウェイ
　ふるさと会館の誇るピアノの名器「スタインウェイ」をあなた
が弾く企画です。あなたの大切な人や家族のためにピアニストに
なりきってください。入場無料。

受付開始／７月21日（水）
受付〆切／８月30日（月）
受付予定人数／ 40人
申 込 先／教育委員会　72－0001
参 加 料／ 1,000円　持ち時間７分（時間内であれば複数曲ＯＫ）
開　　演／午前10時

19日
（日）

ＮＨＫテレビ公開録画（全国放送/福祉番組）
「福祉ネットワーク・公開すこやか長寿」
公開録画と講演／ゲスト：ヨネスケ（民放TV「突撃 晩ご飯」で有名）
お　申　込　先／教育委員会（先着順）
※ 詳細決定次第、NHKによる告知放送や自治会配布文書によりお知
らせします。

（13）平成22年７月20日発行  広報かわもと №471



kawamoto information

情報じょうほう交差点こうさてん

「
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
夏
期
）」
の

お
知
ら
せ

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面
接
、
情
報

提
供
を
行
う
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

・
８
月
７
日
（
土
）

 

フ
ロ
ー
ラ
い
ず
も（
出
雲
市
）

・
８
月
12
日
（
木
）

 

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
〜
４
時

▽
対
象
者

　

 　

平
成
23
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
、

平
成
22
年
３
月
大
学
等
卒
業
後
未
就
職

者
で
県
内
就
職
を
希
望
す
る
方
な
ど

▽
参
加
企
業

　

 　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
（
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

　

☎
０
８
５
２

－

28

－

０
６
９
１

　

http://w
w
w
.jobcafe-shim

ane.jp/

《
同
時
開
催
：
い
わ
み
ー
る
会
場
に
て

 

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
》

　

福
祉
職
場
に
就
職
希
望
の
方
を
対
象
に
、

面
接
相
談
な
ど
就
職
に
関
す
る
相
談
や
就

職
活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
求
職
登
録
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

※
各
会
場
託
児
室
有
り

▽
時　

間　

12
〜
16
時

【
福
祉
就
職
フ
ェ
ア
問
い
合
わ
せ
】

　

社
会
福
祉
法
人

　
　

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見
分
室
）

　

☎
０
８
５
５

－

24

－

９
３
４
０

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を
取
得
し
て

　

介
護
職
場
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

▽
対　

象

　

 　

浜
田
市
内
で
の
ヘ
ル
パ
ー
研
修
に
参

加
可
能
な
方
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

▽
定　

員　

15
人
程
度

　
（ 

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
、

解
雇
等
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
を
優
先
し
ま
す
。）

▽
募
集
締
切　

平
成
22
年
８
月
13
日
（
金
）

▽
受
講
料　

無
料

 

（
テ
キ
ス
ト
代
等
８
千
円
は
自
己
負
担
）

【
問
い
合
わ
せ
】

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会　

石
見
支
所

　

☎
０
８
５
５

－
24

－

９
３
４
０

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す

　

電
波
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電

話
等
、
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
か
ら
、
警

察
無
線
、
消
防
・
救
急
無
線
や
航
空
無
線

な
ど
公
共
的
分
野
ま
で
、
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
無
線

通
信
や
、
家
庭
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど

に
種
々
の
混
信
・
妨
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
混
信
・
妨
害
の
原
因
の
多

く
は
不
法
無
線
局
（
免
許
を
受
け
な
い
で

不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
）
か
ら
発
射

さ
れ
る
電
波
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
守
り
、
電
波
を
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
、
不
法
無
線
局
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
省　

中
国
総
合
通
信
局

　

電
波
監
理
部　

電
波
利
用
環
境
課

〒
７
３
０

－
８
７
９
５　

　

広
島
市
中
区
東
白
島
町
19

－

36

　

☎
０
８
２

－

２
２
２

－

３
３
３
２

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は
３
３
３
３

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間
で
す
。
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

川
本
町
役
場　

住
民
課

　

☎
０
８
５
５

－

72

－

０
６
３
２

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合　

職
員
募
集

　

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
で
は
、
次
の
と

お
り
職
員
採
用
資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
数
・
職
務
内
容

　

一
般
事
務
及
び
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

 

若
干
名

▽
受
験
資
格

《
一
般
事
務
》

・
年　

齢

　

 　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
〜

30
歳
ま
で
の
者
（
昭
和
56
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
れ
）

・
学　

歴

　
 　

高
等
学
校
卒
業
者
、
又
は
平
成
23
年

３
月
卒
業
見
込
み
者

《
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
》

・
年　

齢

　

 　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
20
歳
〜

30
歳
ま
で
の
者
（
昭
和
56
年
４
月
２
日

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
れ
）

・
学
歴
は
次
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
も
の

　

① 

大
学
で
情
報
処
理
に
関
す
る
科
目
を

専
攻
し
、
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
23

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

　

② 

高
等
学
校
卒
業
後
専
門
学
校
で
２
年

以
上
の
情
報
処
理
課
程
を
就
学
し
、

卒
業
し
た
者
、
又
は
平
成
23
年
３
月

に
卒
業
見
込
の
者

○
申
込
受
付
期
間

　

 　

平
成
22
年
７
月
28
日
（
水
）
午
前
８

時
30
分
〜
平
成
22
年
８
月
16
日
（
月
）

午
後
５
時
ま
で
（
郵
送
：
当
日
消
印
有

効
）

○
試
験
日
程

　

第
一
次
試
験

　

平
成
22
年
９
月
19
日
（
日
）

※ 

申
込
用
紙
は
、
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合

総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
は
左
記
へ

【
問
い
合
わ
せ
】

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
総
務
課

（
邑
智
郡
川
本
町
大
字
川
本
３
３
２

－

15
）

　

☎
０
８
５
５

－

72

－

２
７
７
７

無
料
調
停
相
談

▽
日　

時　

平
成
22
年
８
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場　

所　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館

※
相
談
内
容
・
秘
密
は
厳
守

▽
担
当
者　

調
停
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】

川
本
裁
判
所
内

　

☎
０
８
５
５

－

72

－

０
０
４
５



く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

　
■
 チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ド
レ
イ
ク
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

　（
16：

00
～
17：

00）
Ⓖ
 粗
大
ご
み
・
電
池
・
蛍
光
管
な

ど
（
因
原
・
三
大
字
・
多
田
・
久

座
仁
・
谷
戸
・
三
島
・
笹
畑
）

■
胃
が
ん
検
診
（
朝
霧
館
）

Ⓖ
 粗
大
ご
み
・
電
池
・
蛍
光
管
な

ど
（
因
原
を
除
く
川
本
南
）

■
 胃
が
ん
検
診

　（
木
路
原
集
会
所
・
み
や
こ
会
館
）

■
 い
い
お
顔
の
広
場
「
子
育
て
の
つ

ど
い
」（
9：
30
～
12：

00）
Ⓖ
 粗
大
ご
み
・
電
池
・
蛍
光
管
な
ど

（
西
・
八
幡
・
三
原
・
田
窪
・
南
佐
木
・

親
和
・
湯
谷
・
三
俣
）

■
乳
幼
児
健
診

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

■
 断
酒
会（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー・

19：
00
～
）

●
小
・
中
学
校
：（
～
11日
）

   ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
運
動
期
間

■
特
定
報
告
会

　（
公
開
講
座
・
朝
霧
館
・
9：
30
～
）

■
 い
い
お
顔
の
ひ
ろ
ば
「
ミ
ニ
読
書

会
」（
9：
30
～
11：
30）

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
お
話
会
」

　（
16：

00
～
17：

00）
■
子
宮
が
ん
施
設
検
診
（
邑
智
病
院
）

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
川
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

邑
智
病
院
・
加
藤
病
院

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
萬
菜
市

♪
夏
休
み
子
ど
も
映
画
会

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
　
千
年
呪
い
歌
」

上
映
時
間
：
午
前
10時

・
午
後
１
時
30分

料
金
：
一
般
1,000円

、
中
学
生
以
下
500円

　
　
　
3歳
以
下
無
料

■
 特
定
報
告
会
（
公
開
講
座
・
川
本

公
園
管
理
棟
・
13：

30
～
）

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
ア
ー
ト
活
動
」

　（
10：

00
～
12：

00）
■
 チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ド
レ
イ
ク
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

　（
16：

00
～
17：

00）

■
 健
康
相
談
（
北
公
民
館
・
親

和
集
会
所
・
西
公
民
館
）

■
 特
定
報
告
会
（
公
開
講
座
・
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
・
9：
30
～
）
■
い
い
お
顔
の
ひ
ろ
ば

　「
お
や
こ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

　（
10：

00
～
13：

00）

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
」

　（
16：

00
～
17：

00）
■
子
宮
が
ん
施
設
検
診

　（
邑
智
病
院
）

■
平
成
22年

度
成
人
式

　
 （受
付
９
：
00
～
、
写
真
撮
影

９：
45
～
、
式
典
10：
00
～
）・

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル

■
い
ん
ば
ら
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

上
田
医
院
・
加
藤
病
院

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ド
レ
イ
ク
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

　（
16：

00
～
17：

00）
Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
南
）

Ⓖ
 資
源
物
・
不
燃
物
収
集
（
因
原
・

三
大
字
・
多
田
・
久
座
仁
・
谷
戸
・

三
島
・
笹
畑
）

■
結
核
・
肺
が
ん
検
診

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
南
）

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　（
因
原
を
除
く
川
本
南
）

■
 坂
町
川
本
町
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　（
～
19日

）
■
結
核
・
肺
が
ん
検
診

■
い
い
お
顔
の
広
場
「
子
育
て
の
つ
ど
い
」

　（
9：
30
～
12：

00）
Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
北
）

Ⓖ
 資
源
物・
不
燃
物
収
集
（
西
・八
幡
・
三
原
・

田
窪
・
南
佐
木
・
親
和
・
湯
谷
・
三
俣
）

■
結
核
・
肺
が
ん
検
診

■
食
育
の
日

■
本
の
紹
介
文
書
き
方
研
修
会

■
結
核
・
肺
が
ん
検
診

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
お
話
会
」

　（
16：

00
～
17：

00）
■
子
宮
が
ん
施
設
検
診

　（
邑
智
病
院
）

河
野
医
院
・
加
藤
病
院

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
が
ん
フ
ェ
ア
（
邑
南
町
）

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ア
ー
ト
活
動
」

　（
10：

00
～
12：

00）

■
乳
児
相
談

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
北
）

●
中
学
校
始
業
式

■
い
い
お
顔
の
広
場
「
ア
ー
ト
デ
ー
」

　（
9：
30
～
12：

00）
■
 チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
」（
16：

00
～
17：

00）
■
子
宮
が
ん
施
設
検
診
（
邑
智
病
院
）

邑
智
病
院
・
大
隅
医
院

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

　
 10：

00
～
12：

00（
移
動

図
書
館
10：

15
～
11：
00）

■
あ
い
さ
つ
の
日

●
小
学
校
始
業
式

星
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
加
藤
病
院

■
：
一
般
行
事
　

●
：
学
校
行
事
関
係
　

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事
　

：
休
日
診
療
情
報
（
10:00

～
16:00）　

Ⓖ
：
 ゴ
ミ
収
集
（
川
本
北
：
久
座
仁
・
多
田
・
三
島
・
西
・
谷
戸
・
三
俣
・
湯

谷
・
笹
畑
・
親
和
・
南
佐
木
・
田
窪
・
三
原
・
八
幡
・
三
大
字
）（
川
本
南
：

上
新
町
・
中
新
町
・
下
新
町
・
元
町
・
本
町
・
日
の
出
・
天
神
町
・
中
倉
・

谷
・
市
井
原
・
長
原
・
矢
谷
・
木
路
原
・
日
向
・
因
原
・
芋
畑
・
双
葉
）  

《
8
月
の
納
税
》

◆
国
民
健
康
保
険
税
 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
◆
町
県
民
税

《
７
月
の
納
税
》

◆
国
民
健
康
保
険
税

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◆
固
定
資
産
税

※
 町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

特
定
検
診
結
果
報
告
会
：
公
開
講
座

８
月
６
日
　
朝
霧
館
　

　
　
　
　
　「
健
康
力
を
育
て
る
食
育
」
９
：
30
～

８
月
９
日
　
川
本
公
園
管
理
棟

　
　
　
　
　「
最
新
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
13：

30
～

８
月
11日
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
脳
の
活
性
化
と
筋
力
作
り
」
９
：
30
～

麻
疹
風
疹
混
合
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

３
期（
中
１
）４
期（
高

３
）
対
象
者
で
未
接
種

の
人
は
夏
休
み
中
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
！
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川本町の人口 平成22年8月１日現在
※（　）は前月との増減

3,885 人合 

計

男 1,832人（＋ 6人）
女 2,053人（＋ 5人）

転　入　21人 出　生　 2人 その他　 0人
転　出　 7人 死　亡　 5人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,589人
うち15歳未満  367人
世帯数 1,823戸
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／
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登記相談所開設のお知らせ 
☆日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後４時
☆場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（ 笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡

お気軽にご相談ください。）
☆担当　江津市都野津町2322番地20  
 藤音司法書士事務所　 藤 音　 寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

広　告

広
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か
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７
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471

平
成
22年

７
月
20日

発
行

　

島
根
県
に
Ⅰ
タ
ー
ン
で
や
っ
て
き
て
、

こ
の
地
域
の
石
見
神
楽
へ
の
思
い
入
れ

や
数
多
く
あ
る
神
社
・
祠
、
ま
た
そ
の

い
わ
れ
や
伝
承
話
な
ど
を
聞
く
に
つ

け
、
神
様
が
と
て
も
日
常
の
生
活
に
密

接
に
あ
る
地
域
だ
な
と
知
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
川
本
町
内
に
仕
事
を
得
て
、

通
勤
に
江
の
川
と
並
行
に
走
る
Ｒ

２
６
1
を
隣
町
の
江
津
市
か
ら
車
を
走

ら
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
道
中
の

な
に
よ
り
の
楽
し
み
は
前
方
に
ど
ん
ど

ん
深
く
広
が
っ
て
い
く
様
々
な
緑
に
覆

わ
れ
た
山
々
や
川
の
景
色
で
す
。
早
朝

の
川
面
や
山
頂
、
山
深
い
谷
あ
い
を
す

べ
る
よ
う
に
流
れ
て
行
く
煙
る
よ
う
な

霧
や
川
辺
の
鳥
達
を
眺
め
て
い
る
と
、

と
き
に
例
え
よ
う
も
な
い
そ
の
自
然
の

美
し
さ
に
出
合
え
る
時
が
あ
り
、
川
本

町
は
た
と
え
少
子
化
や
高
齢
化
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
一
部
で
は
あ
っ

て
も
、
こ
こ
は
や
っ
ぱ
り
神
様
が
お
わ

す
土
地
だ
な
あ
と
思
う
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
手
入
れ
さ
れ
ず
に
打

ち
捨
て
ら
れ
た
よ
う
な
侘
し
さ
が
漂
う

元
商
店
が
立
ち
並
ぶ
通
り
を
通
る
度

に
、
そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
本
当
に
悲
し
く
、
残
念
に
思
っ
て

し
ま
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
京
都
市
出
身
・
40
代
女
性
）

異
の
視
点

　７月１日（木）から３日（土）まで、「三原っ子通学合宿」が開催されました。　７月１日（木）から３日（土）まで、「三原っ子通学合宿」が開催されました。
　三原小学校の３年生から６年生までの児童６人が北公民館に宿泊し、掃除・洗濯・食事の準備などの身の　三原小学校の３年生から６年生までの児童６人が北公民館に宿泊し、掃除・洗濯・食事の準備などの身の
回りのことを自分で行いながら学校に通学します。回りのことを自分で行いながら学校に通学します。
　今年は１年生、２年生５人も夕食・入浴までの日程に参加して、全校児童11名での取り組みとなりました。　今年は１年生、２年生５人も夕食・入浴までの日程に参加して、全校児童11名での取り組みとなりました。
　この通学合宿は、児童がテーマや活動内容を自分たちで決め、地域の方が子ども達の活動を応援します。　この通学合宿は、児童がテーマや活動内容を自分たちで決め、地域の方が子ども達の活動を応援します。
今年度のテーマは「感謝」今年度のテーマは「感謝」
　地域のひと・もの・ことに感謝の気持ちをもちながら活動を進めました。　地域のひと・もの・ことに感謝の気持ちをもちながら活動を進めました。
　食事や宿泊のお世話、夜には学校を舞台としたきもだめしなど、地域のボランティア３５名に支えられて　食事や宿泊のお世話、夜には学校を舞台としたきもだめしなど、地域のボランティア３５名に支えられて
思い出に残る活動を行うことができました。 思い出に残る活動を行うことができました。 


